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三菱造船株式会社とは 産業界の脱炭素化と機械システムの電化・知能化により社会基盤を

支える三菱重工グループ。その一員である三菱造船はモノを作って

売るという従来の造船ビジネスの枠組みを超えて、海事に関する

エンジニアリング及びサービスビジネスでイノベーションを創造する

海洋システムインテグレーターを目指しています。

Marine Future Stream とは 地球の 7 割を占める海と人類の共存のため、2050 年の「安心・

安全な社会」と「海の脱炭素化社会」をキーワードに未来を

描き、そこからバックキャストで海に関わるイノベーションの

「知恵出し」とその「カタチ化」を実現する三菱造船のビジョン

です。
2025年5月発行
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● 次世代大型フェリー

● EV 旅客船

● 大型修繕ドック

● ケーブル敷設船

● スマートファクトリー

● 浮体式洋上風力発電ファーム

● フェリー

● RORO船

● 巡視船

● 浮体式産業プラント

● 次世代エンジニアリングセンター ● 浮体式水素・アンモニア生産プラント

● 海洋ゴミ回収船 ● 浮体式原子力発電所

● バンカー船 ● 省エネデバイス

● 他社協業（他社造船所）
 造船エンジニアリング

● FPSO

● VLGC/VLAC

● FSRU
● FGSS

● 環境システム製品販売

● 調査船・掘削船

● AUV

● CO2FSIU

● LCO2輸送船

● 海底データセンター

● LCO2HS

● 液化ガス貨物・燃料タンク

● SOV

● 衛星コンステレーション

● OCCS

● MAmmoSS®

● 造船事業

● エンジニアリング事業

● 次世代設備

● 2050 年の世界

海事産業の電化・デジタル化

産業従事者がより安全かつ効率的に
働けるようテクノロジーで支援する。

2025 2030 2040 2050

EV 船
運航支援システム（ SUPER BRIDGE-X ）
内航船用タブレット型運航支援システム　（ ナビン  ）

太字：重点開発技術　［細字］：新事業探索領域

［ 操船支援高度化 ］ ［ 自律・遠隔操船 ］

［ 遠隔 MRO サービス ］

［ AI 予知診断 ］

船舶の脱炭素化

2050　Vision　02

LNG やメタノールの利用拡大を進め、
将来はアンモニア燃料活用に取り組む。

2030 2040 20502025

省エネ船型、省エネデバイス
LNG 輸送船・LNG バンカー船
LNG 燃料船・メタノール燃料船
LNG 燃料ガス供給システム（ LNG  FGSS ）
アンモニア輸送船（ VLAC ）
アンモニア浮体式貯蔵ガス化設備（ FSRU ）
アンモニア燃料船・アンモニアバンカー船
アンモニア燃料ハンドリングシステム（ MAmmoSS  ）

2030 2040 20502025再生可能エネルギー活用の拡大

洋上風力発電の拡大と、再生可能
エネルギーを利用した燃料生産に
取り組む。

CCS/CCUS の推進

産業設備が排出する CO2 を回収して
地中への貯留または利活用を推進
する。

［ 洋上風力発電 ］

電力ケーブル敷設船

洋上風力発電支援船（ SOV ）
［ 浮体式洋上風力発電ファーム ］

［ 浮体式グリーンエネルギー製造 ］

LCO2輸送船
LCO2ハンドリングシステム（ LCO2HS ）

船上CO2回収システム（ OCCS ）

洋上CO2圧入設備（ CO2FSIU ）

2030 2040 20502025海洋開発利用の促進

確かな技術で海洋・海底資源の調査
活動を支え、安全な開発と環境
保護の推進に貢献する。

海底資源調査船
通信ケーブル敷設船

［ 海底資源採掘母船 ］

　［ 海底資源開発オペレーション ］

安心・安全な社会を実現するために 海の脱炭素化社会を実現するために

洋上体験の経験価値向上

人々が洋上で快適な時間を過ごし、
洋上空間を活用した豊かな暮らしを
可能にする。

フェリー ・ 小型客船
［ 浮体式洋上産業プラント ］

［ 海上都市 ］

®

®

2050　Vision　01
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